































































































































想や恣意的なもの subjective fantasy and arbitrarinessではないにしても、それはまた、絶対























































A A A A
　ファシリテーターは教えない。「先生」ではないし、上に立って命令する「指導
A A A A A A A A A A A A
者」でもない。その代わりにファシリテーターは、支援し、促進する。場をつくり、
























A A A A A A A A A A
なるわけだから）、他の多くの参加者を置き去りにしてしまう可能性が出てくるというこ
とである。つまり、数人の限られた参加者と進行役とのあいだの言葉のやりとりを、他
A A A A A A
の多くの参加者がただ見ているという構図になりかねないわけである。これは、哲学カ
フェの望ましい姿では断じてない。










































































































A A A A A A A
　でも僕らはその結論のなさを彼としっかりと共有することができる。それが共有






































































































































































8　アーレントは「伝達と情報の手段」としてであるならば、言論は「記号言語 a sign language」に置き換
えることができると述べている。Cf.HC:179
9　哲学カフェと「活動」概念の共通点としては他に、その「予言不可能性 unpredictability」という性質を
挙げることができる。アーレントによれば、活動には「その結果が不確かで予言できない」という欠点
があるのだが、哲学カフェにおいても結果（＝結論）がどうなるのかを予測することは誰もできないの
である。
10　もっとも、Café Philoにおいては司会役のひとをanimateurと呼ぶらしく、この言葉の英訳は「モデレー
ターmoderator」である。桑原英之「哲学カフェの可能性――市民の対話の出発点」（『臨床コミュニケー
ションのモデル開発と実践』平成14年度報告書、所収）、140頁注4を参照。なお、筆者は2003年の春
にソーテの後継者の一人でもあるラミレズが司会を務めたCafé Philoをふたつ見学したが、彼が参加者
に負けず劣らず「よくしゃべる」姿がつよく印象に残った。
11　中野民夫『ファシリテーション革命−参加型の場づくりの技法』（岩波アクティブ新書）、iv頁。
12　同、iv頁および17頁参照。
註
アーレントのテクストから引用するさいには、以下の略号を用いて、頁数とともに本文中に記す。
13　『岩波　哲学・思想事典』「産婆術」の頁（594-595頁）参照。
14　「フォーラム」という言葉にかんしては、たとえば千葉眞の以下の記述を参照。「ラテン語に由来する
　　『フォーラム』という言葉は、もともと古代ローマの共和政治において、人々が公的事柄について意見
　　を交換し、討議するために集う『広場』を意味したが、それは、現代的状況では市民の自治の空間と
　　して再定義してよいだろう。」（千葉眞『アーレントと現代』、岩波書店、157頁。）
15　これについては、『臨床哲学のメチエvol.10』40-41頁参照。
16　先に参照した中野民夫は、「雰囲気作りに音楽は欠かせない」という。「人々が集まり始めてから開会
までの間に、なごやかさや期待感を熟成させるBGMが流れているだけで、それなりの雰囲気を作って
しまう。また、途中の休憩タイムやグループ作業の最中などでも、音楽があると、なごんだり、活性
化したり、ワークショップの流れをサポートしてくれる。」（中野、前掲書60-61頁）　おそらく Café
Philo の場合であれば、エスプレッソメーカーのたてる音やギャルソンの声などがこの「雰囲気作り」
に一役買っているのだろう。
48
19　ソーテ、前掲書、85頁。
20　ソーテ、前掲書、88-89頁。
21　納富信留『プラトン　哲学者とは何か』（NHK出版）、40頁。
22　ソーテ、前掲書、9頁。
23　「勇気は、さらには大胆さは、自分の私的な隠れ場所を立ち去って、自分がだれであるのかを示し、自
　　分じしんを暴露し、身をさらすという行為の中にすでに現れているのだ。この本来の意味での勇気が
　　なかったら、活動と言論は不可能であり、したがってギリシア人の理論でいえば、自由もまったく不
　　可能であろう。」（HC:186f.）
24　山崎正和『社交する人間−ホモ・ソシアビリス』（中央公論新社）、13頁。
17　「評議会が姿を現すばあい、それはきまって人民の自発的機関として生まれ、すべての革命政党の外部
　　に発生するばかりか、党とその指導者の予期することにまったく反してであった。」（OR:249）
18SaylaBenhabib,“HannahArendtandtheRedemptivePowerofNarrative”,inSocialResarch,vol57,No.1
（spring1990）p.194
